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このドキュメントの使用法

このセクションでは、システムの最新のファームウェアとソフトウェア、ドキュメ
ントとフィードバック、およびドキュメント変更履歴の入手方法を説明します。

■ 5ページの「Sun Blade X3–2Bモデル名の変更」
■ 5ページの「最新のファームウェアおよびソフトウェアの取得」
■ 6ページの「ドキュメントとフィードバック」
■ 6ページの「このドキュメントについて」
■ 6ページの「サポートおよびトレーニング」
■ 7ページの「寄稿者」
■ 7ページの「変更履歴」

Sun Blade X3–2Bモデル名の変更
Sun Blade X3-2Bの旧称は Sun Blade X3-2Bです。この名前がまだソフトウェアに表示
されている場合があります。名前の変更は、システム機能の変更を示すものではあ
りません。

新名称の意味は次のとおりです:
■ Xは、x86製品であることを意味します。
■ 最初の数字 3は、サーバーの世代を意味します。
■ 2番目の数字 2は、プロセッサの数を意味します。
■ アルファベット Bは、ブレードサーバー製品であることを意味します。

最新のファームウェアおよびソフトウェアの取得
Oracle x86サーバー、サーバーモジュール (ブレード)、およびブレードシャーシの
ファームウェア、ドライバ、およびその他のハードウェア関連ソフトウェアは、定
期的に更新されています。

最新バージョンは次の 3つのうちいずれかの方法で入手できます:
■ Oracle System Assistant -これは、Sun Oracle x86サーバー用の、出荷時にインス
トール済みの新しいオプションです。OSAは必要なすべてのツールとドライバを
備えており、ほとんどのサーバーに取り付けられているUSBドライブに格納され
ています。
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■ My Oracle Support – http://support.oracle.com

■ 物理メディアのリクエスト

詳細については、33ページの「サーバーファームウェアとソフトウェアの入手」を
参照してください。

ドキュメントとフィードバック

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Sun Blade X3-2B http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=SunBladeX3-2B

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1 http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=ilom31

Oracle Hardware Management Pack http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=ohmp

このドキュメントについてのフィードバックは次からお寄せください: http://
www.oracle.com/goto/docfeedback。

このドキュメントについて
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で入手できます。情報はト
ピックに基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で表示されるため、章、付録、およ
びセクション番号は含まれません。

特定のトピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報
が含まれる PDFを生成するには、HTMLページの左上にある PDFボタンをクリック
します。

サポートおよびトレーニング
次のWebサイトに追加のリソースがあります:

■ サポート: http://support.oracle.com
■ トレーニング: http://education.oracle.com

ドキュメントとフィードバック

Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3) Oracle Solarisオペレーティングシステムインストールガイ
ド • 2012年 7月
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寄稿者
主著者: Lisa Kuder、Ray Angelo、Mark McGothigan、Cynthia Chin-Lee。

寄稿者: Yi Cai、Kenny Tung、Salomon Chavez Velazquez、Daniel Silverman、Johnny
Hui、Angela Vlahos、Anand Srinivasan、Darren Tran、Mark Stanton、Denise
Silverman、Ralph Woodley、Mick Tabor

変更履歴
次の一覧はこのドキュメントセットのリリース履歴です:

■ 2012年 4月。初版。
■ 2012年 5月。SW 1.0.1に合わせて更新。改訂版ドキュメントライブラリを再リ
リース。

■ 2012年 6月。SW 1.1に合わせて更新。プロダクトノートとサービスマニュアルを
改訂。

■ 2012年 7月。サーバーモデル名の変更。全ドキュメントを改訂。

変更履歴
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Sun Blade X3-2B VMware ESXi Oracle Solarisオ
ペレーティングシステムインストールガ

イドについて
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注 –重要: Sun Blade X3-2Bは以前は Sun Blade X6270 M3サーバーモジュールという名前
でした。この名前がまだソフトウェアに表示されている場合があります。名前の変
更は、システム機能の変更を示すものではありません。

このドキュメントの次のセクションでは、Sun Blade X3-2Bにサポート対象のOracle
Solaris OSをインストールする方法について説明します。

セクションの説明 ヘッダー

Oracle Solarisのインストールタスクの表および
サポートされているバージョンおよびインス
トールオプションについての情報。

11ページの「Oracle Solaris OSのインストールに
ついて」

インストール前の準備手順および考慮事項。 17ページの「OSのインストールの準備」

インストール手順。 25ページの「Oracle Solaris OSのインストール」

Sun Blade X3-2B VMware ESXi Oracle Solarisオペレーティングシステムインストールガイドについて

Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3) Oracle Solarisオペレーティングシステムインストールガイ
ド • 2012年 7月
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Oracle Solaris OSのインストールについて

Oracle Solarisインストールのタスクの表
次のタスクの表を使用して、Sun Blade X3-2BにOracle Solarisのサポートされている
バージョンをインストールします。

手順 説明 リンク

1 サポートされているWindows OSの
バージョンの一覧を確認し、サーバーソフト
ウェアおよびハードウェアに関する最新情報
を取得する方法を学習します。

11ページの「サポートされているOSの
バージョンおよび最新情報」

2 単一のサーバーまたは複数のサーバーでの
OSのインストールのオプションを確認しま
す。

12ページの「OSのインストールオプ
ション」

3 Oracle System Assistantの概要およびそれを使
用してサーバーを管理する方法について確認
します。

14ページの「Oracle System Assistant」

4 必要な手順を実行して、OSのインストール
の準備を行います。

17ページの「OSのインストールの準備」

サポートされているOSのバージョンおよび最新情報
このセクションを使用して、Oracle Solarisオペレーティングシステム (OS)のサ
ポートされているバージョンおよび最新のサーバー関連情報を取得する方法につい
て学習します:

■ 12ページの「サポートされているOracle Solaris Operating Systemのバージョン」
■ 12ページの「プロダクトノートの最新情報」
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サポートされているOracle Solaris Operating
Systemのバージョン
このドキュメントの発行時点で、Sun Blade 6270 M3サーバーモジュールは次のOracle
Solarisオペレーティングシステムをサポートします:

■ Oracle Solaris 10 08/11
■ Oracle Solaris 11

サポートされているオペレーティングシステムの一覧の更新について
は、サーバーの『プロダクトノート』ドキュメントを参照してください。

関連情報: 12ページの「プロダクトノートの最新情報」

プロダクトノートの最新情報
サーバーの最新情報は、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)プロダクト
ノート』に記載されています。『プロダクトノート』には、サーバーの利用可能な
ファームウェア更新およびハードウェアまたはソフトウェアの問題に関する詳細情
報が記載されています。このドキュメントおよびその他のサーバー関連のドキュメ
ントは、サーバーのドキュメントライブラリでオンラインで入手できます: http://
www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=SunBladeX3-2B

OSのインストールオプション
OSを単一のサーバーにインストールするか、複数のサーバーにインストールするか
を選択できます。このドキュメントの適用範囲は、単一のサーバーでのOSのインス
トールです。次の表に、これらの 2つのインストールオプションに関する情報を示
します。

オプション 説明

複数のサーバー http://www.oracle.com/

us/products/enterprise-manager/opscenter/index.htmlを参照してくだ
さい。

サポートされているOracle Solaris Operating Systemのバージョン

Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3) Oracle Solarisオペレーティングシステムインストールガイ
ド • 2012年 7月
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オプション 説明

単一のサーバー 次のいずれかの方法を使用して、単一のサーバーにOSをインストールし
ます:
■ ローカル: OSのインストールは、サーバーでローカルに実行されま
す。このオプションは、物理的にラックにサーバーを設置し終えた
ばかりのときにお勧めします。追加のハードウェアが必要です。

■ リモート: OSのインストールはリモートの場所から実行されま
す。Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを使用し
て、Oracle System Assistantにアクセスするか、手動によるOSのイン
ストールを実行します。

関連情報:

■ 13ページの「単一サーバーへのインストール方法」

単一サーバーへのインストール方法
Oracle Solarisインストールメディアの配布方法を選択します。次の情報を使用し
て、ローカルかリモートのどちらのOSのインストールがニーズにもっとも適してい
るかを判断します。

メディアの配布方法 その他の要件

ローカルでの補助付きOSインス
トール – Oracle System Assistantを使
用します。

モニター、USBキーボードとマウス、USBデバイス、および
Oracle Solaris配布メディア。詳細については、14ページ
の「補助付きOSインストール」を参照してください。

リモートでの補助付きOSインス
トール – Oracle System Assistantを使
用します。

Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーション、リダイ
レクト先のCD/DVDドライブまたは ISOイメージファイ
ル、およびOracle Solaris配布メディア。詳細については、
14ページの「補助付きOSインストール」を参照してくださ
い。

ローカルでのCD/DVDドライブの
使用 –サーバーに接続した物理
CD/DVDドライブを使用します。

モニター、USBキーボードとマウス、USB CD/DVDドライ
ブ、およびOracle Solaris配布メディア。詳細については、
14ページの「手動によるOSインストール」を参照してくだ
さい。

CD/DVDドライブまたはCD/DVD
ISOイメージを使用するリモート –
JavaRConsole Oracle ILOMアプリ
ケーションを実行しているリモート
システム上でリダイレクト先の物理
CD/DVDドライブを使用します。

ブラウザを実行しているリモートシステム、物理CD/DVD
ドライブが接続されていること、Oracle Solaris配布メ
ディア、サーバーの管理ポートに対するネットワークアク
セス。詳細については、14ページの「手動によるOSインス
トール」を参照してください。

単一サーバーへのインストール方法
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補助付きOSインストール

注 – Oracle System Assistantは、現時点では、Oracle Solaris OSの補助付きインストール
をサポートしません。

これは、サポートされているOSをサーバーにインストールするためのもっとも簡単
な方法です。この方法では、Oracle System Assistantアプリケーションを使用しま
す。ローカルまたはリモートのCD/DVDドライブまたはCD/DVDイメージでOracle
Solaris OSインストールメディアを提供し、Oracle System AssistantのOSインストール
タスクを使用してインストールプロセスを開始します。OSのインストールタスクを
使用するには、Oracle System AssistantがそのOSの補助付きインストールをサポート
している必要があります。

サーバー関連の更新および情報については、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270
M3)プロダクトノート』を参照してください。

手動によるOSインストール
この方法では、Oracle Solaris配布メディアをローカルまたはリモートのCD/DVDド
ライブ、USBデバイス、またはCD/DVDイメージで提供します。必要なドライバを
提供する必要もあります。サーバー用のドライバは、My Oracle Supportサイトから
サーバー固有およびOS固有のパッケージとして入手できます。OSをインストール
するには、配布メディアのインストールスクリプトを使用します。

関連情報:14ページの「Oracle System Assistant」

Oracle System Assistant
Oracle System Assistantは、x86 Sun Fireおよび Sun Bladeサーバー用の単一の
サーバーでシステムをセットアップおよび保守するためのツールです。これ
は、Oracleの Single System Management製品と一連の関連ソフトウェアを統合し
て、サーバーを迅速かつ簡単に起動し保守できるようにするツール群を提供しま
す。Oracle System Assistantのコンポーネントは次のとおりです:

■ Hardware Management Pack
■ 起動と保守のプロビジョニングタスク (OSのインストールタスクを含む*)への
ユーザーインタフェースアクセス

■ Oracle Linuxコマンド行環境
■ オペレーティングシステムが使用するドライバとツール
■ サーバー固有のファームウェア
■ サーバー関連ドキュメント

補助付きOSインストール

Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3) Oracle Solarisオペレーティングシステムインストールガイ
ド • 2012年 7月
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Oracle System Assistantは、サーバーにインストールされ、オンラインアップデートな
どを使用して保守されるサーバー固有バージョンのツールとドライバとともに工場
で構成されます。

* OSのインストールは、一部のオペレーティングシステムではサポートされませ
ん。

関連情報:『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)管理ガイド』を参照してくださ
い。

Oracle System Assistant
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OSのインストールの準備

このセクションでは、OSのインストールの準備手順について説明します。次のタス
ク表をガイドとして使用してください。

手順 タスク リンク

1 OSインストールのタスクの表をすでに確
認している必要があります。

11ページの「Oracle Solaris OSのインス
トールについて」

2 インストールドキュメントを入手します。 17ページの「Oracle Solarisのドキュメント
の入手」

3 選択したインストール方法に基づいてイン
ストールのセットアップを行います。

18ページの「インストールセッションの
セットアップ」

4 最適なデフォルト値をロードし、BIOS
モードを選択して、BIOSを準備します。

22ページの「BIOSの設定」

5 OSのインストールおよび更新 25ページの「Oracle Solaris OSのインス
トール」

Oracle Solarisのドキュメントの入手
Oracle Solarisオペレーティングシステムのサポート対象バージョンのドキュメントは
次のWebサイトで入手できます:

■ Oracle Solaris 10: http://download.oracle.com/docs/cd/E19253-01/index.html
■ Oracle Solaris 11: http://www.oracle.com/technetwork/documentation/

solaris-11-192991.html

注 – Oracle Solarisのドキュメントは、Oracle Solaris OSソフトウェアに同梱の
Documentation DVDにも収録されています。
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インストールセッションのセットアップ
このセクションでは、ローカルまたはリモートインストールセッションをセット
アップする方法について説明します。ローカルOSインストールはサーバーで実行さ
れます。リモートOSインストールは、JavaRConsole System、Oracle ILOMリモートコ
ンソールアプリケーション、およびリダイレクトされたCD/DVDドライブまたは
CD ISOイメージを使用して実行されます。

■ 18ページの「ローカルインストールの設定」
■ 19ページの「リモートインストールのセットアップ」

▼ ローカルインストールの設定
この手順を使用して、ローカルインストールをセットアップします。

注 –ローカルOSインストールの場合、追加のハードウェアが必要で、サーバーの
Webアクセスが推奨されます。

■ 『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)設置ガイド』に記載されているとおり
に、サーバーのインストールをすでに実行しているはずです。

■ 次のアイテムが必要です:
■ 15ピン (DB-15)コネクタ機能を備えたビデオモニター
■ USBキーボードとマウス
■ USBデバイス (CD/DVDドライブまたはサムドライブ)

■ サーバーに含まれる更新が確実に最新のものになるようにするため
に、サーバーのWebアクセスが推奨されます。

サーバーがスタンバイ電力モードであることを確認します。

サーバーモジュールの前面にあるユニバーサルコネクタポート (UCP)に 3ケーブルド
ングルを接続します。

ビデオモニターを 3ケーブルドングルのビデオコネクタに接続します。

キーボードおよびマウスをサーバーの前面のUSB接続のいずれかに (または 3ケーブ
ルドングルのUSBコネクタのいずれかに)接続します。

CD/DVDドライブをサーバーの前面のほかのUSBドライバに (または 3ケーブルドング
ルのUSBコネクタのいずれかに)接続します。

22ページの「BIOSの設定」

始める前に
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▼ リモートインストールのセットアップ
この手順を使用して、リモートインストールをセットアップします。

注 – CD-ROMまたはCD-ROMイメージのオプションを使用してOSをインストールす
ると、CD-ROMのコンテンツにネットワーク経由でアクセスするため、インス
トールにかかる時間が大幅に長くなります。インストールの所要時間は、ネット
ワークの接続状態とトラフィックによって異なります。また、このインストール方
法では、一時的なネットワークエラーにより問題が生じるリスクが高くなります。

次の要件が満たされている必要があります:

■ 『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)設置ガイド』に記載されているとおり
に、サーバーのインストールをすでに実行しているはずです。

■ JavaRConsoleシステムが、Oracle Solaris、Linux、またはWindowsで実行されてい
る必要があります。

■ Sunサーバーの Ethernet管理ポートにアクセスできるネットワークに JavaRConsole
システムが接続されている必要があります。

■ Java Runtime Environment (JRE) 1.5をインストールする必要があります。
■ JavaRConsoleシステムで Solarisを実行している場合は、JavaRConsoleが

CD/DVD-ROMドライブにアクセスできるように、ボリューム管理を無効にする
必要があります。

■ JavaRConsoleシステムがWindowsを実行している場合は、Internet Explorerの拡張
セキュリティー機能を無効にします。

■ サーバーサービスプロセッサ (SP)が、使用しているサーバーのOracle ILOMド
キュメントの手順に従ってセットアップ済みです。

■ Oracle ILOMにアクセスするための SP IPアドレスが必要です。SP IPアドレスの特
定については、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)設置ガイド』を参照して
ください。

■ サーバーに含まれる更新が確実に最新のものになるようにするために、サーバー
Webアクセスが必要です。

注 –この手順に示されているスクリーンショットの一部は、表示される画面とは異な
る場合があります。

始める前に

インストールセッションのセットアップ

19

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37438&id=SBXIG
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37438&id=SBXIG


Oracle ILOMにアクセスするには、JavaRConsoleシステムでWebブラウザにサービスプ
ロセッサの IPアドレスを入力します。

「Security Alert」ダイアログボックスが表示されます。

「I Understand the Risks」リンクをクリックします。

「Add Exception」をクリックします。

Oracle ILOMログイン画面が表示されます。

1

2

3
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ユーザー名とパスワードを入力し、「Log In」をクリックします。

デフォルトのユーザー名は root、パスワードは changemeです。

Oracle ILOMの「System Summary」画面が表示されます。

「Remote Console Launch」ボタンをクリックします。

jnlpgenerator.jnlpファイルのダイアログボックスが表示されます。

「Open」をクリックします。

JavaRConsole画面が表示されます。

「Devices」メニューから、選択した配布方法に従って 1つのCDアイテムを選択しま
す。

4

5

6

7
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■ CD-ROMリモート。JavaRConsoleシステムに接続されたCD/DVD-ROMドライブ
からオペレーティングシステムソフトウェアCD/DVDのコンテンツにサーバーを
リダイレクトする場合は、「CD-ROM」を選択します。

■ CD-ROMイメージ。JavaRConsoleシステム上にあるオペレーティングシステムソ
フトウェアの .isoイメージファイルにサーバーをリダイレクトする場合
は、「CD-ROM Image」を選択します。

22ページの「BIOSの設定」

BIOSの設定
オペレーティングシステムをインストールする前に、実行する予定のインストール
の種類をサポートするように、BIOS設定が構成されていることを確認する必要があ
ります。次のトピックでは、インストールをサポートするように BIOSを構成する方
法について具体的に説明しています:
■ 22ページの「BIOSの最適なデフォルト設定のロード」
■ 23ページの「BIOSモードの設定」

▼ BIOSの最適なデフォルト設定のロード

注意 –この手順では、BIOSの設定をデフォルト値に戻し、これまでのカスタマイズ
内容をすべて上書きします。カスタマイズされた設定を維持するには、デフォルト
値をロードする前に、各メニューを確認し、カスタマイズされた値を書きとめま
す。

BIOS設定ユーティリティーには、サーバーにとって最適な BIOS設定をロードする
ためのオプションが含まれています。この手順を新しく設置されたサーバーで実行
して、BIOSが最適なデフォルト値に設定されるようにします。
■ サーバーにはストレージドライブが適切に取り付けられています。
■ サーバーへのコンソール接続が確立されている。詳細については、18ページ
の「インストールセッションのセットアップ」を参照してください。

サーバーの電源を入れます。
ビデオ (KVMまたはRKVM)コンソールに POSTメッセージが表示されます。

メッセージに注目し、プロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリ
ティーにアクセスします。
BIOS設定ユーティリティーのメイン画面が表示されます。

次の手順

始める前に
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出荷時のデフォルト値が設定されるようにするには、F9を押します。

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10を押します。

23ページの「BIOSモードの設定」

▼ BIOSモードの設定
BIOSファームウェアは、レガシー BIOSとUEFI (Unified Extensible Firmware Interface)
の両方をサポートしていますが、デフォルト設定は Legacyです。オペレーティング
システムによっては、レガシー BIOSとUEFI BIOSの両方をサポートしているものも
あれば、レガシー BIOSのみをサポートしているものもあります。これらは、OSを
インストールする前に BIOSモードを設定するためのオプションです:

■ OSがレガシー BIOSだけをサポートしている場合は、OSのインストールを行う前
に、BIOSがレガシーモードに設定されていることを確認する必要があります。

■ OSがレガシー BIOSとUEFI BIOSの両方をサポートしている場合は、OSのインス
トールを実行する前に、レガシーモードとUEFIモードのどちらかに BIOSを設定
できます。

注 – Sun Blade X6270 M2サーバーの初期リリース時、Oracle Solaris OSはUEFI BIOSを
サポートしません。サーバーハードウェアおよびソフトウェアに関する最新情報に
ついては、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)プロダクトノート』を参照して
ください。

サーバーの電源を入れます。

コンソールに POSTメッセージが表示されます。

メッセージに注目し、プロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリ
ティーにアクセスします。

BIOS設定ユーティリティーのメイン画面が表示されます。

BIOS設定ユーティリティーで、左右の矢印キーを使用して「Boot」画面に移動しま
す。

「Boot Menu」画面が表示されます。

下矢印キーを使用して、「UEFI/BIOS Boot Mode」フィールドを選択します。

Enterキーを押し、上下の矢印キーを使用して「Legacy BIOS」を選択します。

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10を押します。
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25ページの「Oracle Solaris OSのインストール」次の手順
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Oracle Solaris OSのインストール

このセクションでは、Oracle Solaris OSをインストールする方法について説明しま
す。論理および物理ネットワークインタフェース名の特定手順およびサーバーシス
テムツールのインストール手順についても説明します。

手順 説明 リンク

1 インストールを開始します。 25ページの「Oracle Solaris OSのサポート
されているバージョンのインストール」

2 ネットワークに接続されたサーバーのオペ
レーティングシステムの構成時には、各
ネットワークインタフェースの (OSに
よって割り当てられた)論理名および物理
名 (MACアドレス)を指定しなければなら
ない場合があります。

26ページの「論理および物理ネット
ワークインタフェース名の特定」

3 Oracle Solaris OSシステムツールをインス
トールし、Oracle System Assistantソフト
ウェアおよびダウンロードしたソフト
ウェアパッケージに含まれているドライバ
にアクセスします。

■ 29ページの「サーバーシステムツール
のインストール」

■ 30ページの「システムドライバへのア
クセス」

▼ Oracle Solaris OSのサポートされているバージョン
のインストール
この手順を使用し、CD/DVDインストールメディアまたは ISOイメージを使ってOS
をローカルまたはリモートにインストールします。

■ 17ページの「OSのインストールの準備」セクションの手順を実行します。
■ Solaris OSのインストールドキュメントを確認します:

■ Oracle Solaris 10: http://download.oracle.com/docs/cd/E19253-01/index.html
■ Oracle Solaris 11: http://www.oracle.com/technetwork/documentation/

solaris-11-192991.html

始める前に
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インストールメディアがプライマリブートドライブにインストールされていること
を確認します。

サーバーの電源を入れます。

サーバーはCD/DVDまたはCD/DVD ISOイメージからブートし、「Solaris Installation
Program」画面が表示されます。

テキストまたはGUIベースのインストールプログラムを使用してOSをインストール
します。

▼ 論理および物理ネットワークインタフェース名の
特定
ネットワークに接続されたサーバーのオペレーティングシステムの構成時には、各
ネットワークインタフェースの (OSによって割り当てられた)論理名および物理名
(MACアドレス)を指定しなければならない場合があります。ここでは、この情報を
取得する方法を説明します。

論理名および物理名 (MACアドレス)を含む、MACアドレスとネットワークインタ
フェースに関する情報を表示するには、この手順を使用します。

「Install Type」メニューで、「Option (6) Single User Shell」を選択して、Enterを押しま
す。

注 –別の方法として、これらのコマンドをコマンドシェルから実行することもできま
す。

OSインスタンスのマウントに関するメッセージが表示されたら、qを選択しま
す。OSインスタンスはマウントしません。
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メッセージ "Starting Shell"が表示されます。次の図を参照してください。

コマンドプロンプト (#)で次のコマンドを入力して、すべてのネットワークインタ
フェースをplumbします。
# ifconfig -a plumb

注 – plumbプロセスには時間がかかることがあります。

コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。
# ifconfig -a

2

3
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Solarisの名前付きインタフェースおよびMACアドレスの出力が表示されます。例:

上の出力例:

■ 最初の列の el000g#エントリは、Solaris論理名付きインタフェースです。出力の
最初の列は、Solarisがネットワークインタフェースに割り当てた論理名を表しま
す。

■ 2列目 (3行目)の ether #:#:#:#:#:#エントリは、ネットワークポートの物理MAC
アドレス名です。

例:

Solarisの名前付きネットワークインタフェース「e1000g0」の物理MACアドレス
は、「0:14:4f:c:a1:ee」です。

この情報をファイルに保存するか、書きとめます。

終了したら、システム構成スクリプトを起動するために、コマンドラインで
sys-unconfig(1M)と入力します。

このコマンドは、システム構成を工場出荷時のデフォルトに復元します。

注意 – sys-unconfig(1M)コマンドを実行するとシステムが停止し、工場出荷時の設定
が復元されます。このコマンドは、システムを再構成する場合以外は実行しないで
ください。
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例:

# sys-unconfig

WARNING

This program will unconfigure your system. It will cause it

to revert to a "blank" system - it will not have a name or know

about other systems or networks.

This program will also halt the system.

Do you want to continue (y/n) ?

システムがリブートされ、構成スクリプトが開始されます。

▼ サーバーシステムツールのインストール
LSI MegaRAID Storage Manager (LSI MSM)、MegaCLI、およびOracle Hardware
Management Packを含むサーバーシステムツールは、Oracle System Assistantソフト
ウェアおよびダウンロードした Solaris OSソフトウェアパッケージに含まれていま
す。この手順を使用して、サーバーシステムツールにアクセスし、インストールし
ます。

次のいずれかを実行します:

■ システムにOracle System Assistantがない場合:

a. My Oracle Supportサイトから最新のサーバーシステムツールおよびドライバ
パッケージをダウンロードします。

詳細については、33ページの「サーバーファームウェアとソフトウェアの入
手」を参照してください。

b. ダウンロードしたツールおよびドライバパッケージをサーバーに解凍します。

c. 解凍されたファイルシステム内で、Solaris OS Toolsフォルダに移動します:
Solaris/ OS_name/Tools

ここで、OS_nameは、インストールされた Solaris OSです。

■ システムにOracle System Assistantがある場合:

a. OS内でファイルブラウザを開き、Oracle System Assistant USBデバイスに移動し
ます。

USBデバイスの名前: ORACLE_SSM

USBのマウント手順については、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)管
理ガイド』を参照してください。

1
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b. 適切な Solaris OS Toolsフォルダに移動します:

Solaris/OS_name/Tools

ここで、OS_nameは、インストールされた Solaris OSです。

ツールをインストールするには、次を行います:

■ LSI MSMの場合:

注 – Tools/MSMディレクトリにある readme.txtファイルには、LSI MSMのインス
トールに関する重要な情報が含まれています。

a. MSM/diskディレクトリに移動し、install.shファイルを実行します。

これにより、インストールスクリプトが開始されます。

b. スクリプトの進捗に従ってインストールを完了します。

詳細については、次のWebサイトにある LSI MSMインストール手順を参照し
てください: http://www.lsi.com/sep/Pages/oracle/sg_x_sas6-r-rem-z.aspx

■ MegaCLIの場合:

注 – Tools/MegaCLIディレクトリにある readme.txtファイルには、インストールに
関する重要な情報が含まれています。

a. MegaCLIディレクトリに移動し、MegaCLIファイルを実行します。

■ Oracle Hardware Management Packの場合:

a. hmp-prerequisite-installation.txt ReadMeファイル
(hmp-tools/oracle-hmp-version/SOFTWAREディレクトリ内)を参照してください
(ここで、versionは、Oracle Hardware Management Packのバージョンです)。

詳細については、次のWebサイトにあるOracle Hardware Management Packド
キュメントを参照してください: http://www.oracle.com/pls/topic/
lookup?ctx=ohmp。

▼ システムドライバへのアクセス
この手順では、Oracle System AssistantおよびOS固有のダウンロードパッケージの
Driversディレクトリにアクセスする方法について説明します。
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次のいずれかを実行します:

■ システムにOracle System Assistantがない場合:

a. My Oracle Supportサイトから最新のサーバーシステムツールおよびドライバ
パッケージをダウンロードします。

詳細については、33ページの「サーバーファームウェアとソフトウェアの入
手」を参照してください。

b. ダウンロードしたツールおよびドライバパッケージをサーバーに解凍します。

c. 解凍されたファイルシステム内で、Solaris OS Driversフォルダに移動します:
Solaris/ OS_name/Drivers

ここで、OS_nameは、インストールされた Solaris OSです。

■ システムにOracle System Assistantがある場合:

a. OSから、Oracle System Assistant USBデバイスに移動します。
USBデバイスの名前: ORACLE_SSM

USBのマウント手順については、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)管
理ガイド』を参照してください。

b. 適切な Solaris OS Driversフォルダに移動します:
Solaris/OS_name/Drivers

ここで、OS_nameは、インストールされた Solaris OSです。

ドライバフォルダに移動します。

1

2

Oracle Solaris OSのインストール

31

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37438&id=SBXIS
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37438&id=SBXIS


32



サーバーファームウェアとソフトウェア
の入手

このセクションでは、サーバーのファームウェアとソフトウェアにアクセスするた
めのオプションについて説明します。

説明 リンク

ファームウェアとソフトウェアのアップデート
について説明します。

33ページの「ファームウェアとソフトウェアの
アップデート」

ファームウェアとソフトウェアを入手するため
のオプションについて学習します。

34ページの「ファームウェアおよびソフト
ウェア入手のオプション」

入手可能なファームウェアとソフトウェアの
パッケージを示します。

34ページの「入手可能なソフトウェアリリース
パッケージ」

Oracle System Assistant、My Oracle Support、また
は物理メディアのリクエストに
よって、ファームウェアとソフトウェアの
パッケージを入手します。

36ページの「ファームウェアとソフトウェアの
入手」

ファームウェアとソフトウェアのアップデート
をインストールします。

40ページの「アップデートのインストール」

ファームウェアとソフトウェアのアップデート
サーバー用のハードウェアドライバやツールなどのファームウェアおよびソフト
ウェアは、定期的に更新されます。アップデートはソフトウェアリリースとして公
開されます。ソフトウェアリリースは、サーバーで使用できるすべてのファーム
ウェア、ハードウェアドライバ、およびユーティリティーを含む、ダウンロード
(パッチ)のセットです。これらはすべてまとめてテストされています。ダウン
ロードに含まれているRead Meドキュメントに、前回のソフトウェアリリースから
変更された点と変更されていない点が説明されています。

サーバーのファームウェアとソフトウェアは、ソフトウェアリリースが入手可能に
なりしだい、更新してください。ソフトウェアリリースには、多くの場合はバグの
修正が含まれていて、更新によってサーバーモジュールソフトウェアは、最新の
シャーシファームウェアおよびその他のシャーシコンポーネントのファームウェア
やソフトウェアとの互換性を確保できます。
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ダウンロードパッケージ内のRead Meファイルおよび『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade
X6270 M3)プロダクトノート』には、ダウンロードパッケージ内の更新済みのファイ
ル、および現在のリリースで修正されているバグに関する情報が記載されていま
す。さらに、プロダクトノートには、最新のシャーシのファームウェアでサポート
されているサーバーモジュールソフトウェアのバージョンに関する情報も記載され
ています。

ファームウェアおよびソフトウェア入手のオプション
次のオプションのいずれかを使用して、サーバーの最新ファームウェアおよびソフ
トウェアセットを入手します:

■ Oracle System Assistant – Oracle System Assistantは、出荷時にインストールされる
Oracleサーバー用の新しいオプションであり、サーバーのファームウェアおよび
ソフトウェアを簡単にダウンロードおよびインストールできるように支援しま
す。

Oracle System Assistantの使用方法の詳細は、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270
M3)管理ガイド』の「Oracle ILOM WebインタフェースからのOracle System
Assistantへのアクセス」を参照してください。

■ My Oracle Support –システムのすべてのファームウェアとソフトウェアは、My
Oracle Support (http://support.oracle.com)から入手できます。
My Oracle Supportで入手できるものの詳細は、34ページの「入手可能なソフト
ウェアリリースパッケージ」を参照してください。

My Oracle Supportからソフトウェアリリースをダウンロードする方法は、36
ページの「My Oracle Supportを使用してファームウェアとソフトウェアをダウン
ロードする」を参照してください。

■ 物理メディアのリクエスト (PMR) – My Oracle Supportから入手できるダウン
ロード (パッチ)が含まれているDVDをリクエストできます。
詳細は、38ページの「物理メディアのリクエスト (オンライン)」を参照してくだ
さい。

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
My Oracle Supportでは、ダウンロードは製品ファミリ、製品、およびバージョン別に
グループ分けされています。バージョンには 1つ以上のダウンロード (パッチ)が含
まれます。

サーバーとブレードの場合、パターンは似ています。製品種別はサーバーで
す。サーバーごとにリリースセットが含まれます。これらのリリースは本当のソフ
トウェア製品のリリースではなく、サーバー用のアップデートのリリースです。こ
れらのアップデートはソフトウェアリリースと呼ばれ、まとめてテスト済みの複数

ファームウェアおよびソフトウェア入手のオプション
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のダウンロードで構成されます。各ダウンロードには、ファームウェア、ドライ
バ、またはユーティリティーが含まれます。

My Oracle Supportには、次の表に示したとおりの、このサーバーファミリ向けのダウ
ンロードタイプのセットが含まれます。これらは物理メディアのリクエスト (PMR)
によってリクエストすることもできます。Oracle System Assistantを使用しても、同じ
ファームウェアおよびソフトウェアをダウンロードできます。

パッケージ名 説明
このパッケージをダウンロード
するタイミング

X3-2B SWversion – Firmware Pack Oracle ILOM、BIOS、および
オプションカードファーム
ウェアを含む、すべてのシ
ステムファームウェア。

最新のファームウェアが必
要なとき。

X3-2B SWversion – OS Pack OSパックは、サポートされ
ているオペレーティングシ
ステムのバージョンごとに
入手できます。各OS
パックには、該当の
バージョンのOS用のすべ
てのツール、ドライバ、お
よびユーティリティーの
パッケージが含まれていま
す。

ソフトウェアには、Oracle
Hardware Management Pack
および LSI MegaRAIDソフト
ウェアが含まれます。

OS固有のドライ
バ、ツール、または
ユーティリティーをアップ
デートする必要があると
き。

X3-2B SWversion – All packs Firmware Pack、すべてのOS
Pack、およびすべてのド
キュメントを含みます。

このパックに SunVTSまた
はOracle System Assistantの
イメージは含まれません。

システムファームウェアと
OS固有ソフトウェアの組
み合わせをアップデートす
る必要があるとき。

X3-2B SWversion – Diagnostics SunVTS診断イメージ。 SunVTS診断イメージが必
要なとき。

X3-2B SWversion – Oracle System Assistant
Updater

Oracle System Assistant
アップデータおよび ISO
アップデートイメージ。

Oracle System Assistantを手
動で復旧またはアップ
デートする必要があると
き。

各ダウンロードは zipファイルで、Read Meと、ファームウェアまたはソフトウェア
のファイルを含むサブディレクトリのセットが含まれています。Read Meファイルに

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
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は、前回のソフトウェアリリース以降に変更されたコンポーネントと、修正済みの
バグの詳細が記載されています。これらのダウンロードのディレクトリ構造の詳細
は、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)管理ガイド』を参照してください。

ファームウェアとソフトウェアの入手
このセクションでは、ソフトウェアリリースファイルをダウンロードまたはリクエ
ストする方法について説明します。

注 – Oracle System Assistantを使用して、最新のソフトウェアリリースを簡単にダウン
ロードして使用することもできます。詳細は、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270
M3)管理ガイド』を参照してください。

アップデートされたファームウェアとソフトウェアには、ほかにも 2つの入手方法
があります。

■ 36ページの「My Oracle Supportを使用してファームウェアとソフトウェアをダウ
ンロードする」

■ 37ページの「物理メディアをリクエストする」

▼ My Oracle Supportを使用してファームウェアとソ
フトウェアをダウンロードする

http://support.oracle.comにアクセスします

My Oracle Supportにサインインします。

ページ上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。

「パッチと更新版」画面が表示されます。

「検索」画面で、「製品またはファミリ (拡張検索)」をクリックします。

画面に検索フィールドが表示されます。

「製品」フィールドで、ドロップダウンリストから製品を選択します。

あるいは、製品名 (たとえば、Sun Blade X3-2B)の全体または一部を、一致するものが
表示されるまで入力します。

1

2

3

4

5

ファームウェアとソフトウェアの入手
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「リリース」フィールドで、ドロップダウンリストからソフトウェアリリースを選
択します。

入手可能なすべてのソフトウェアリリースを表示するには、フォルダを展開しま
す。

「検索」をクリックします。

ソフトウェアリリースは、ダウンロード (パッチ)のセットで構成されます。

入手可能なダウンロードの説明については、34ページの「入手可能なソフトウェア
リリースパッケージ」を参照してください。

パッチを選択するには、パッチ名の横にあるチェックボックスをクリックします (複
数のパッチを選択できます)。
アクションパネルがポップアップ表示されます。このパネルには複数のアクション
のオプションが表示されます。

アップデートをダウンロードするには、ポップアップパネルの「ダウンロード」を
クリックします。

自動的にダウンロードが開始されます。

物理メディアをリクエストする
手続き上、Oracle Webサイトからダウンロードできない場合は、物理メディアのリ
クエスト (PMR)によって最新のソフトウェアリリースを入手できます。

次の表で、物理メディアのリクエストを行うための大まかなタスクについて説明
し、詳細情報のリンクを示します。

説明 リンク

リクエストを行うために必要な情報を収集しま
す。

37ページの「物理メディアのリクエスト用の情
報を収集する」

オンラインで、またはOracleサポートに電話す
ることで、物理メディアをリクエストします。

38ページの「物理メディアのリクエスト (オン
ライン)」

39ページの「物理メディアのリクエスト (電
話)」

物理メディアのリクエスト用の情報を収集する
物理メディアのリクエスト (PMR)を行うには、サーバーの保証またはサポート契約
が必要です。

PMRを実行する前に、次の情報を収集します:

6

7

8

9

物理メディアのリクエスト用の情報を収集する
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■ 製品名、ソフトウェアリリースのバージョン、および必要なパッチを把握しま
す。最新のソフトウェアリリースと、リクエストするダウンロードパッケージ
(パッチ)の名前がわかっていると、より簡単にリクエストを行うことができま
す。
■ My Oracle Supportにアクセスできる場合 – 36ページの「My Oracle Supportを使
用してファームウェアとソフトウェアをダウンロードする」の手順に
従って、最新のソフトウェアリリースを確認し、入手可能なダウンロード
(パッチ)を表示します。パッチのリストを表示したあとに、ダウンロード手順
を続けない場合は、「パッチ検索結果」ページから移動できます。

■ My Oracle Supportにアクセスできない場合 – 34ページの「入手可能なソフト
ウェアリリースパッケージ」にある情報を使って、目的のパッケージを判断し
てから、最新のソフトウェアリリース用のこれらのパッケージをリクエストし
てください。

■ 送付先情報を用意します。リクエストのためには、連絡先、電話番号、電子
メールアドレス、会社名、および送付先住所を提供する必要があります。

▼ 物理メディアのリクエスト (オンライン)
リクエストを行う前に、37ページの「物理メディアのリクエスト用の情報を収集す
る」に記載されている情報を収集します。

http://support.oracle.comにアクセスして、サインインします。

ページの右上隅にある「問合せ先」リンクをクリックします。

「リクエストの説明」セクションで、次を入力します:

a. 「リクエスト・カテゴリ」ドロップダウンリストから、次を選択します:
物理メディアのリクエスト (レガシーOracle製品、Primavera、BEA、Sun製品)

b. 「リクエスト・サマリー」フィールドに、次を入力します:
Sun Blade Sun Blade X3-2B の最新ソフトウェアリリースの PMR

「リクエスト詳細」セクションで、次の表に示されている質問に回答します:

質問 回答

物理ソフトウェアメディアの送付リクエストで
すか ?

はい

どの製品ラインに関係するメディアのリクエス
トですか ?

Sun製品

始める前に

1

2

3

4

物理メディアのリクエスト用の情報を収集する
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質問 回答

パッチのダウンロードに必要なパスワードの確
認ですか ?

いいえ

CD/DVDでのパッチのリクエストですか ? はい

パッチをCDやDVDでリクエストする場
合、パッチの番号、OSとプラットフォームをお
知らせください。

該当するソフトウェアリリースのダウンロード
ごとに、パッチ番号を入力します。

リクエストする製品名とバージョンをお知らせ
ください。

製品名: Sun Blade X3-2B

バージョン:最新のソフトウェアリリース番号。

リクエストするメディアのOSとプラット
フォームをお知らせください。

OS固有のダウンロードをリクエストする場合
は、ここでOSを指定します。システム
ファームウェアのみをリクエストする場合
は、「一般」と入力します。

この送付に言語は必要ですか ? いいえ

送付先の担当者、電話番号、電子メールアドレス、会社名、および送付先住所の情
報を入力します。

「次へ」をクリックします。

「関連ファイル」の下に Knowledge Article 1361144.1と入力します

「送信」をクリックします。

▼ 物理メディアのリクエスト (電話)
リクエストを行う前に、37ページの「物理メディアのリクエスト用の情報を収集す
る」に記載されている情報を収集します。

Oracle Global Customer Support Contacts Directoryにある適切な番号を使用して、Oracle
サポートに電話します:

http://www.oracle.com/us/support/contact-068555.html

Sun Blade X3-2Bの物理メディアのリクエスト (PMR)を行いたい旨をOracleサポートに
伝えます。

■ My Oracle Supportから特定のソフトウェアリリースおよびパッチ番号の情報にア
クセスできる場合は、この情報をサポート担当者に伝えます。

5

6

7

8

始める前に

1

2

物理メディアのリクエスト用の情報を収集する
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■ ソフトウェアリリース情報にアクセスできない場合は、Sun Blade X3-2Bの最新の
ソフトウェアリリースをリクエストしてください。

アップデートのインストール
以降のトピックでは、ファームウェアとソフトウェアのアップデートのインス
トールに関する情報を提供します:

■ 40ページの「ファームウェアをインストールする」
■ 41ページの「ハードウェアドライバとOSツールのインストール」

ファームウェアをインストールする
更新されたファームウェアは、次のいずれかを使用してインストールできます:

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center – Ops Center Enterprise Controllerでは、Oracle
から自動的に最新のファームウェアをダウンロードするか、Enterprise Controller
内にファームウェアを手動でロードできます。どちらの場合も、Ops Centerが 1
つ以上のサーバー、ブレード、またはブレードシャーシ上にファームウェアをイ
ンストールできます。

詳細については、次にアクセスしてください:

http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/opscenter/index.html

■ Oracle System Assistant – Oracle System Assistantでは、Oracleの最新のファーム
ウェアをダウンロードしてインストールできます。

詳細は、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)管理ガイド』の「サーバー構成
のためのOracle System Assistantの使用」を参照してください。

■ Oracle Hardware Management Pack – Oracle Hardware Management Pack内の
fwupdate CLIツールを使用して、システム内のファームウェアを更新できます。

詳細については、次にアクセスしてください: http://www.oracle.com/pls/topic/
lookup?ctx=ohmp。

■ Oracle ILOM – Oracle ILOMおよび BIOSファームウェアは、Oracle ILOM Webイン
タフェースおよびOracle ILOM CLIを使用して更新できる唯一のファームウェア
です。

詳細については、次にアクセスしてください: http://www.oracle.com/pls/topic/
lookup?ctx=ilom31。

アップデートのインストール
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ハードウェアドライバとOSツールのインス
トール
更新されたハードウェアドライバとオペレーティングシステム (OS)関連のツール
(Oracle Hardware Management Packなど)は、次のいずれかを使用してインストールで
きます:

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center –詳細については、次にアクセスしてくださ
い:
http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/opscenter/index.html

■ Oracle System Assistant –詳細は、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)管理ガ
イド』の「Oracle System Assistantによるサーバーの設定」を参照してください。

■ JumpStart、Kickstart、またはサードパーティー製ツールなどのその他の配備メカ
ニズム。

詳細は、使用しているOSのドキュメントを参照してください。

ハードウェアドライバとOSツールのインストール
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